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第３章 塩尻市の歴史文化の特徴 

 

第１節 歴史文化を生み出した基盤 
 

第１章、第２章の内容等を踏まえながら本市の歴史文化の特徴を考えると、様々な要素が積み重な

って成り立っていることがわかりますが、その基盤となるものは、山や川等が生み出す自然環境や気

候等ということができます。 

本市は、西側には鉢盛山塊がそびえ、南は霧訪山塊、東側は鉢伏山や高ボッチ山・東山とつづく筑

摩山地が境をなしています。このように山々を三方に背負い、北のみに開けた平坦な盆地をなす地域

は、北へ流れ下る奈良井川と田川が形成した扇状地や河岸段丘であり、さらにその間を小曽部川・矢

沢川・権現川・四沢川など大小多くの支流が流れて地形をより複雑にしています。また、南部の楢川

地区は、東西に分水嶺とする山々に挟まれた谷筋に位置し、その谷筋を北に向かって奈良井川が流れ

ています。 

人々の営みもこうした環境によって影響を受け、食料採集による生活を基本とした縄文時代には山

麓や河岸段丘上に集落が形成される一方、稲作の開始による定住がはじまる弥生時代以降は、山麓や

水利の便が悪い台地上から水稲栽培がしやすい河川流域へと集落の展開が変化していきます。中世に

は、地方の武士も力のあるものは近隣と争って領地を拡大し、防衛の拠点として山地に城郭を構える

ものも現れました。その名残として、今も市内各地の山地に山城の遺構をみることができます。近世

に入ると、市域は山や河川等を境界として、幕府領や松本藩、高遠藩、高島藩、尾張藩といった様々

な藩による統治がされました。このことが地域で異なる歴史文化を育んだ要因ともなっています。ま

た、旧塩尻市のあった一帯では、稲作・畑作等の農業を主要な生業としている一方、山の谷間の楢川

地区は耕作地が少ないことから、豊かな山林によってもたらされた木材などの資源をもとに、檜物細

工をはじめとする木工業が地域の生業となるなど、生業面での違いも生み出しています。 

地形・地質に関しては、奈良井川下流の扇状地にあたる桔梗ヶ原の土壌は、太古の火山活動による

火山灰の土壌でありながら、小石混じりの礫層が堆積しているため地下水位が低く、土地の傾斜もあ

いまって水はけが良好で、果樹生産に適しています。このことが、桔梗ヶ原一帯でのブドウ栽培や、

ワイン醸造の産業への発展に影響しています。さらに、特色に富んだ地質により、様々な岩石も産出

されました。中でも、市域南東の霧訪山から善知鳥山一帯にかけては、石灰岩の地層が分布しており、

江戸時代にはそこから石灰岩の原石を運び出し、市域の多くの村で石灰が焼かれていました。そして

農業用肥料や漆喰等の建築資材の原材料として流通し、地域の発展に大きく貢献しました。 

本市の属する内陸性気候は、降水量が年間を通して比較的少ないため晴天日数が多く、１日の中で

の寒暖差が大きいことが特徴です。また、標高が高く、夏と冬の気温差も大きい環境にあります。こ

のような気象条件が、レタス等の高原野菜やワイン用のブドウ栽培に適した環境となっています。楢

川地区においては、市街地と比較して湿度が高いことが特徴で、このことが漆の乾燥（硬化）に適し

た環境として漆器業の発展に大きく関わっています。 

このように自然環境や自然的諸条件は、本市の歴史文化の特徴を生み出す基盤として、独特の歴史

文化の形成に大きく影響を及ぼしています。 
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第２節 歴史文化の特徴 
 

前節を踏まえ、本市の歴史文化の特徴を整理すると次のとおりとなります。 

 

１ 交通がもたらした歴史文化 

 

（１）塩尻の地へ「はいる・うけいれる」歴史文化 

 

（２）塩尻の地で「とどまる・うまれる」歴史文化 

 

（３）塩尻の地から「でる・ひろまる」歴史文化 

 

 

２ ６つの地域ごとの歴史文化 

 

（１）急峻な渓谷と豊かな森林が育んだ歴史文化 ～奈良井川上流域（楢川周辺）～ 

 

（２）台地で発展した歴史文化 ～奈良井川下流・田川上流域（宗賀・大門・塩尻東周辺）～ 

 

（３）文人墨客に学んだ歴史文化 ～奈良井川左岸段丘・小曽部川流域（洗馬周辺）～ 

 

（４）人々が集う歴史文化 ～田川下流域（広丘・吉田・高出周辺）～ 

 

（５）起伏に富んだ地形が生んだ歴史文化 ～高ボッチ山・東山山麓域（片丘周辺）～ 

 

（６）「地形」と「政治」の境界が育んだ歴史文化 ～小野川流域（北小野周辺）～ 
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１ 歴史文化の特徴① 交通がもたらした歴史文化  

本市は、日本の中央に位置し、古くから関東・

関西・北陸などの周辺地域との往来が盛んに行

われてきました。それぞれの地域に至る街道が

本市で交わり、ヒト・モノ・コトが「はいる・

うけいれる」、「とどまる・うまれる」、「でる・

ひろまる」ことで本市の歴史文化は形成されま

した。こうした「交通」による出入りや滞留に

よってもたらされた歴史文化は、本市の大きな

特徴といえるでしょう。 

 

（１）塩尻の地へ「はいる・うけいれる」歴史

文化 

周囲を山に囲まれた塩尻の地ですが、市域の

縄文時代の遺跡からは、他地域の特徴を持つ土

器や和田峠周辺原産の黒曜石などが見つかって

います。また、弥生時代の柴宮銅鐸は、三河・

遠江等の東海地方から搬入されたものであると

されているほか、平安時代の遺跡から見つかる

緑釉陶器なども畿内から持ち込まれたと考えられています。こうした遺跡からの出土遺物は、古くよ

り遠方との技術や人・物の交流・交易があったことを示しています。 

江戸時代には街道や宿場が整備され、旅人や商人など様々な人々が塩尻に入ることで、有形・無形

の資源や情報が持ち込まれ、近代以降も鉄道の敷設や交通網の発達などによって、多くのヒト・モノ・

コトが塩尻の地へ入ってきています。 

このように、塩尻の地へ「はいる」もしくは塩尻の地で「うけいれる」ことで多くの歴史文化が生

まれました。 

 

（２）塩尻の地で「とどまる・うまれる」歴史文化 

平出遺跡は縄文時代から平安時代の長きにわたって営まれた大集落です。現在でも遺跡の周囲には

集落が形成されており、５千年に及ぶムラとして存在し続けています。 

塗櫛と漆器はいずれも江戸時代には奈良井の名産品として知られました。木櫛に漆を施す塗櫛は、

18世紀中ごろ、伊那郡清内路村で櫛の製造技術を取得した中村恵吉が、奈良井宿で製造・販売したこ

とが発祥とされています。また、奈良井・平沢で行われていた漆器業ですが、19世紀にはその主産地

が平沢へと移り、現在も日本有数の漆器生産地として、伝統技術を受け継いだ職人たちが製作を行っ

ています。塩尻の焼物である洗馬焼や信斎焼、入道焼は、幕末から明治期にかけて、それぞれ現地に

築いた登り窯で陶器の生産が行われ、地元の焼物として定着しました。 

市域の各神社で行われている、祭礼に伴う舞台・囃子等の催し物や三九郎などの行事は、古くより

各地域で執り行われ、中には地域独特の伝統行事も存在しています。 

多くの近代歌人が滞留し活動した広丘の地では、短歌の文化が芽生え、「短歌のまち」として文化の

市域を通る街道 
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醸成が図られています。 

このほか、本市を含む長野県中南信地域に多く分布する本棟造の民家や、宿場町に建ち並ぶ出梁造

の外観意匠を持つ町家などの建造物も特徴的です。 

多くの街道が交差し、外界からの影響を受けやすい環境でありながら地域特有の歴史文化が育まれ

たことは、周囲を山に囲まれていたことで一定の固有性が保たれたことも要因であると考えられます。 

このように、街道を通じて塩尻の地で「とどまる」あるいは「うまれる」歴史文化があります。 

 

（３）塩尻の地から「でる・ひろまる」歴史文化 

塩尻の地に「はいる・うけいれる」ことによって生まれた歴史文化や、「とどまり」あるいは「うま

れた」歴史文化は、さらに塩尻の地から「でる・ひろまる」ことで発展を遂げました。 

奈良井宿で製造された塗櫛は、土産物として宿内に置かれただけでなく、商人によって全国へと出

荷され、江戸時代の女性たちの間で好評を博しました。平沢で生産された木曽漆器も同様に江戸時代

に広く流通し、「木曽物」の名称で全国に知られるようになりました。漆器は太平洋戦争前までは行商

を通した販路を中心に運ばれていましたが、戦後に木曾平沢が、重要漆工集団地の指定を受け木曽漆

器の名前が全国に知れ渡ったことを機に販路を拡大、今日では海外にまで届けられるなど発展を遂げ

ています。 

本市のワインは、長年にわたるブドウ栽培農家や醸造家の苦悩や絶え間ない努力を経て、平成元

（1989）年「リュブリアーナ国際ワインコンクール」にて、「シャトー・メルシャン信州桔梗ヶ原メル

ロー1985」が大金賞を受賞し、さらに翌年、「1986」も、二年連続で大金賞を受賞したことで世界的な

ワインの銘醸地としてワイン愛好家にその名が知られるようになり、本市のブランドワインとして世

界中で親しまれています。 

このように、歴史の中で育まれ、さらに価値の高いものへと昇華され、塩尻の地から「でる」・「ひ

ろまる」歴史文化があります。 
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２ 歴史文化の特徴② ６つの地域ごとの歴史文化 

本市は、その地理的特性により水系

の上流域に位置することから、山や川

等、地形的な要因によって地域にそれ

ぞれの特徴が生まれました。さらに、

そのような中で街道を基盤とした他

地域との交流や、近世以降の所領の変

遷に起因する、地域によって異なる多

様性のある歴史文化が育まれました。

これらは、市内の主要な河川の流域や

山麓等によって６つに分けることが

でき、それぞれの地域で形成された多

様な歴史文化は、本市の特徴の一つと

いえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）急峻な渓谷と豊かな森林が育んだ歴史文化 ～奈良井川上流域（楢川周辺）～ 

奈良井川上流域に位置し、市域最南端の鳥居峠から松本盆地最南端の平野部入り口にかけての地域

で、旧楢川村の範囲に該当する地域です。周囲を山林に囲まれ、奈良井川によって形成された急峻な

渓谷と限られた平坦部は、畿内と地方部を結ぶ「道」として利用され、その歴史は古代までさかのぼ

ると考えられています。 

畿内から陸奥国に至る古代官道として設けられた東山道は、美濃国から信濃国の時代は、現在の岐

阜県中津川市から神坂峠を越えて、長野県阿智村に入る道筋でした。やがて交通が困難であった神坂

峠を回避するために木曽谷に開削されたのが「吉蘇路」と考えられています。近世には、この吉蘇路

が中山道の道筋として利用され、木曽谷には奈良井や贄川を含む11の宿場（木曽11宿）が置かれ、贄

川には木曽11宿の北の入り口として関所が置かれました。また、中山道屈指の難所である鳥居峠を控

えた奈良井は、「奈良井千軒」と謳われるように、多くの旅人で栄えた宿場町で、現在でも当時の町並

みが残り、重伝建地区に選定されています。 

また、この地域は約９割が森林地帯で、豊臣秀吉の時代に課せられた木
き

年貢
ね ん ぐ

（木材で納める年貢）

にみられるように、森林資源が本地域の人々の暮らしを支えていました。しかし、安土桃山時代以降、

城郭や社寺建築の木材需要が急増し、江戸や駿府、名古屋の城と城下町等の建設のために膨大な用材

が伐り出され、深刻な森林資源の枯渇に陥りました。やがて木曽谷を所管する尾張藩は、江戸時代初

６つの地域の範囲 



第３章 塩尻市の歴史文化の特徴 

 

50 

期から木曽檜等の伐木への制限に乗り出し、木年貢も廃止しました。森林保護政策により山での採集

を制限された領民に、木曽代官山村良豊は曲物・漆器等の工芸品をはじめとした地場産業を積極的に

奨励しました。陶器に比べ、軽く壊れにくい木工品や、漆を施し耐久性を高めた漆製品は土産物とし

て人気があり、中山道の流通を生かし、本地域から全国に広まりました。 

この地域は「急峻な渓谷と豊かな森林が育んだ歴史文化の地域」といえるでしょう。 

 

（２）台地で発展した歴史文化 ～奈良井川下流・田川上流域（宗賀・大門・塩尻東周辺）～ 

奈良井川下流及び田川上流域に位置する台地で、現在の宗賀・大門・塩尻東地区にあたる地域です。

縄文時代より人々が集う場所で、奈良井川が形成した河岸段丘最上段の桔梗ヶ原台地の南縁に広がる

平出遺跡は、縄文時代から古墳時代、平安時代に至るまでの大規模な集落跡です。特に古墳時代から

平安時代の集落の遺構や出土品は、その時代の集落研究において貴重な資料となりました。 

この地域では、『続
しょく

日
に

本
ほん

紀
ぎ

』に「・・・後部牛養、無位宗守豊人等、田
た

河
がわ

造ノ姓ヲ賜ル」と開発者

の名前があることや、塩尻町にある阿禮神社が延
えん

喜
ぎ

式
しき

内
ない

社
しゃ

であることから、古代において積極的に開

発が進められたと考えられています。 

江戸時代の中山道は大久保長安の失脚により新たにこの地域の中山道沿いに本山宿・洗馬宿・塩尻

宿が整備されました。 

近代には大門の一帯は塩尻駅の設置により市街地として発展、政治・経済の中心地となりました。

産業面でも、桔梗ヶ原台地が近代以降の開発によって一面の原野が一大果樹生産地となり、ブドウの

栽培や、それを原料としたワイン醸造が盛んな地域となりました。 

この地域は「台地で発展した歴史文化の地域」といえるでしょう。 

 

（３）文人墨客に学んだ歴史文化 ～奈良井川左岸段丘・小曽部川流域（洗馬周辺）～ 

本市の西側、奈良井川左岸段丘・小曽部川流域に位置し、現在の洗馬地区の範囲にあたる地域です。

奈良井川の段丘上に形成された本洗馬、小曽部川が奈良井川に合流する周辺の氾濫原とその西の河岸

段丘上の台地からなる岩垂、東西を山並に挟まれた小曽部川に沿って南北にいくつもの集落で形成さ

れた小曽部から構成されます。 

文献資料における洗馬に関する記述で最も古いものは、平安時代中期の藤
ふじ

原
わら

 
の

実
さね

資
すけ

の日記『小右記』

で、長和３（1014）年の記事に、洗馬牧の牧
まき

 
の

司
つかさ

忠
ただ

明
あき

 
の

朝
あ

臣
そん

が、駒、牛等を貢物として納めたことが書

かれています。この洗馬の牧は、朝日村と芦ノ田、小曽部等にあった牧場といわれています。江戸時

代には高遠藩の領地となりましたが、その飛び地として、西五千石洗馬郷の中心をなしていました。 

江戸時代後期には、多くの文人墨客がこの地域を訪れ、それらの人々の啓発と感化により洗馬文化

が発達しました。紀行家の菅江真澄は、戦国時代、妙義山城主としてこの地方を支配していた三村氏

が山麓に設けた居館跡に建つ庵である釜井庵で１年余を過ごしました。その間、周辺地域の習俗など

を記録に収めたほか、多くの地元の青年らと交流を図りました。松本藩の浪人であった丹
に

波
わ

花
か

逕
けい

は天

明４（1784）年にこの地域を訪れ、長興寺住職の洞月上人のもとに身を寄せ、そののちに釜井庵に住

みおよそ40年、近隣の子弟を教え詩歌を作って過ごしました。俳諧の関係では、小曽部の新
あら

倉
くら

百
ひゃく

山
ざん

、

その甥にあたる兎
う

国
こく

、洗馬の熊谷乙
おつ

人
じん

が優れた俳諧を残しています。いずれも信州を代表する俳人で

あった諏訪の藤森素
そ

檗
ばく

との関わりが深く、蕉風の俳諧を学んだとされています。 

代々医家である熊谷家の初代可
か

児
に

永
なが

通
みち

は美濃から来ており、菅江真澄とも交流が深かったとされて
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います。永通の養子である硅
けい

磧
せき

は、嘉永３（1850）年から種痘を実施し、子である謙
けん

斎
さい

に受け継がれ

て明治18（1885）年まで続けられました。これが、県下における種痘の最初の事例となりました。六

代目にあたる岱
たい

蔵
ぞう

は、多年にわたる結核研究の功績により、県下初の文化勲章を授与されています。 

そのほか、幕末にはこの地で日用雑器の作陶が行われました。「洗馬焼」は、長興寺山南東の麓の窯

でつくられました。さらに、「信斎焼」は日本六古窯の一つ、信楽の地から洗馬に招かれた奥田信斎に

より製作された陶芸品です。これらはいずれも大正期には廃業しましたが、洗馬焼は近年、関係者に

より復興の製陶が行われています。 

この地域は、「文人墨客に学んだ歴史文化の地域」といえるでしょう。 

 

（４）人々が集う歴史文化 ～田川下流域（広丘・吉田・高出周辺）～ 

田川下流域に位置し、本市の北端、北を松本市に接している平坦な地域で、現在の広丘・吉田・高

出地区を含む一帯に相当します。 

西側には奈良井川が流れ、田川の流域には水田が広がっていますが、そのほかは市街化が進み、商

業・工業・住宅地域の都市化が最も進んだ地域です。 

古代には筑摩郡六郷の一つ「良田郷」があったとされ、吉田川西遺跡や吉田向井遺跡といった大集

落が田川流域に形成されました。中でも吉田川西遺跡からは、当時のこの地域では珍しい平安時代の

緑釉陶器の椀や皿等のセット（長野県立歴史館所蔵・重要文化財）が出土するなど、中央とのつなが

りを物語っています。 

江戸時代には、中山道洗馬宿と北国街道を結ぶ善光寺街道（北国脇往還）が整備されました。善光

寺街道が中山道の洗馬宿で分かれて最初の宿場である郷原宿は、既に存在していた集落が宿になった

のではなく、奈良井川右岸にあった集落が、左岸にあった竪石集落とともに現在の場所に移り、宿づ

くりがされたものです。郷原宿は江戸時代に起きた２度の大火で全焼してしまいますが、安政５（1858）

年の２度目の大火後に再建された町並みは、本棟造と整えられた家の前庭が特徴的であり、民芸運動

の父と呼ばれる柳
やなぎ

宗
むね

悦
よし

が「宿場全体が見事な一個の作品だ」と絶賛しています。 

歌人として『潮音』を主宰した太田水穂は、明治９（1876）年に広丘で生まれました。長野師範学

校（現：信州大学）で、後にアララギ派の再興に努めた島木赤彦と同級になり、赤彦の広丘小学校赴

任もあり、広丘は歌人の憩い地となりました。他にも若山牧水・喜志子夫妻や潮みどり、窪田空
うつ

穂
ぼ

、

四賀光子、中原静子等もこの地にゆかりのある歌人です。広丘は多くの歌人が集い、短歌文化が育ま

れたことにより「短歌の 里
ふるさと

」と呼ばれています。 

この地域は「人々が集う歴史文化の地域」といえるでしょう。 

 

（５）起伏に富んだ地形が生んだ歴史文化 ～高ボッチ山・東山山麓域（片丘周辺）～ 

本市と岡谷市の境界北部に位置する高ボッチ山や東山の西麓、現在の片丘地区の範囲にあたります。

山々の広大な裾野が広がり、裾野を流れ下りながら放射状に谷を刻み、谷と谷の間に長峰状の台地を

形成しています。 

この台地は縄文時代の集落を形成する上で適した環境であり、わき水や小川のある谷を水場として

つくられた縄文時代の大規模な集落遺跡が数多く存在しています。弥生時代になると、集落は山麓か

ら稲作に適した田川流域に移り、そのひとつである下境沢遺跡からは珍しい土偶形容器が発見されて

います。 
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奈良時代には窯業生産が行われていたことが知られ、菖蒲沢窯では、五重塔を模した瓦塔や鳥形の

陶硯が生産され、先進的な文化の受容があったことがわかっています。 

また、重要文化財建造物である小松家住宅や、嶋﨑家住宅といった江戸時代後期の民家が今でも残

されており、地域の歴史文化の特徴を物語っています。 

一方、本地域は、諏訪上社の荘園であった時代、武田氏、織田氏、徳川傘下の小笠原氏の支配下に

あった時代、また、江戸時代には東五千石として諏訪の高島藩の飛び地に属していたなど、時代とと

もにその所属はめまぐるしく変わりました。高島藩の飛び地となっていた江戸時代に高島藩主が巡検

に利用したとされる、塩尻宿を起点として片丘を経て松本に至る道は、五千石街道と呼ばれ、地域間

の交流に重要な役割を果たしました。 

この地域は「起伏に富んだ地形が生んだ歴史文化の地域」といえるでしょう。 

 

（６）「地形」と「政治」の境界が育んだ歴史文化 ～小野川流域（北小野周辺）～ 

小野川流域に位置する地域で、四方を山々に囲まれた平坦部にあり、現在の北小野地区にあたりま

す。北側は信濃川水系と天竜川水系の分水嶺である善知鳥峠を越えて松本盆地、南側は辰野町小野を

経て伊那盆地、東側は東山を越えて諏訪盆地に接しています。 

このエリアを代表する文化財として小野神社がありますが、その社叢を「たのめの森」と言います。

清少納言の代表作である『枕草子』の中に「たのめの里」が出てきますが、これは古くから信濃国伊

奈郡に属していた小野（辰野町小野、本市北小野の範囲）地域を指すといわれています。また、小野

神社は信濃国二宮として、同じ社叢の中で隣接する辰野町の矢彦神社とともに、中世より武士によっ

て崇められていました。 

小野神社と矢彦神社はもともと一つの神社であったといわれていますが、安土桃山時代に盆地を流

れる唐沢川を境に、北小野村と南小野村に所領が分けられたことに伴い、神社境内も分割されました。

しかし、現在でも小野神社と矢彦神社の両神社で行われる御柱大祭などの祭礼や、北小野地区と辰野

町小野・小野筑と合わせた「両小野」の地名に見られるように、行政の違いを越えたつながりを地域

の特徴として捉えることができます。 

また、江戸時代になると大久保長安によって、下諏訪宿から小野峠を越えて辰野町小野に至り、西

の牛首峠を越えて贄川宿に通じる中山道が開削され、北小野宿が形成されました。加えて塩尻宿、南

の宮木宿へと続く三州街道の交差点でもあったことから、宿場は栄え、その名残も感じることができ

ます。 

この地域は「「地形」と「政治」の境界が育んだ歴史文化の地域」といえるでしょう。 

 

以上の歴史文化の特徴を背景に、本市の文化財は醸成され、歴史文化の価値や多様性を現代に伝え

ています。 


